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調査次数　調査地区

(2002年度）

125次　　5AJG丑Ｊ

ｎ９べ5次　５ＡＫＨづx･5BKH-B

(2003年度）

128次　　5AJG王･F

129次　　5AMD-Q

1ａ)次

131次

132次

127-1次

127 -2次

127べ3次

127ぺ次

127べ5次

127 -6 次

127マ次

127 -8次

127-9次

調査次数

127 -2 次

127ぺ次

127べ5次

127 -6 次

127 -8 次

5AJG冊Ｓ

５ＡＪＧ-Ｋ･ Ｌ･ Ｏ Ｄ

5AJG4^

5AMD-H

5BKH于

５ＡＫＧ刻

５ＡＪＫ｛３

５ＢＹＤ瓶

5BAS石･Ｔ

5AJF-C･Ｄ･Ｅ

春

松村恵司考古第二)

小池伸彦考古第二)

箱崎和久遺構)＊

前岡孝彰

飛田恵美子研修)

総括:部長　金子裕之

７８

遺　跡

表7　2002・ 2003年度　飛鳥藤原宮跡発掘調査部　発掘調査･立会調査一覧

　　　　　　　　　調査期間　　　　　　　　　　面　積　調査地

藤原宮朝堂院東第二か東門2003.1.8へ４.Ｍ

川原寺　　　　　　　　　2003.2.14ﾍﾏ.31

藤原宮朝堂院回廊東南隅

石神遺跡第16次）

キトラ古墳

2003.4.1べ≒汲)

2003.7.1へ-2004 .1.9

2004.1.26～継続中

藤原京左京六条二坊

藤原宮朝堂院東第三堂

藤原宮外周帯四分遺跡

山田道

川原寺

甘橿丘東麓

藤原宮西面大垣地区

山田寺

飛鳥寺

藤原宮東方官術北地区

高松塚古墳

遺　跡

山田道

甘橿丘東麓

2003.10.21～12.25

2004.1.30ヘー2.16

2004.1.7～継続中

2003.7.2へ７.10

2003.8.25 --8 .26

2003.10.24Al .12･ 20 /2004 .2.3

2003.11.19かX)4.2.3

2004.1.8へ壬)

2004.1.20ヘー22

2004.1.14ヘー2.27

2004.2.12へ召.2

2003.7.28 --8 .1 /り.6へべ10.8

970

詔4

�

�

1024�

673�

橿原市高殿町

明日香村川原

橿原市高殿町

明日香村飛鳥

担当者 調査要因

渡辺丈彦　学術調査

毛利光俊彦史跡整備

松村恵司

箱崎和久

西口壽生

内田和伸

学術調査

学術調査

掲載頁

　膜）

ｎ８

　90

106

　　６�　明日香村阿部山花谷　浩　史跡保存確認　　72

　　　　　　　　　　　　宮原晋一（橿原考古学研究所）

　　　　　　　　　　　　相原嘉之（明Ｈ香村教育委員会）

1963�　橿原市高殿町　山崎信二　溜池改修学術調査102

　　　　　　　　　　　　渡部圭一郎

1011�

　26�

　9�

　14�

　6�

　24�

　6�

　10�

250�

橿原市高殿町

明日香村奥山

橿原市飛騨町

明日香村川原

明日香村川原

橿原市縄手町

桜井市山田

明日香村飛鳥

橿原市高殿町

市　大樹

石橋茂登

石橋茂登

前岡孝彰

前岡孝彰

筧　和也

小漂　毅

冨永里菜

小谷徳彦

筧　和也

学術調査

住宅建設

道路拡幅

下水道敷設

便所建設

住宅建設

塀改修

住宅改修

水路改修

8
8
0
0
7
8
2
3
7
8
7
8
7
8
7
8
7
8

933�　明日香村平田　松村恵司　壁画緊急保存対策　78

表8　2003年度　飛鳥藤原宮跡発掘調査部　小規模調査等の概要

藤原宮西面大垣地区

山田寺

藤原宮東方官術北地区

調査の概要

道路拡幅にともなう事前調査。藤原京内に含まれ、山田道の推定地のひとっでもある。調査区

は第io4次調査で検出したsm888の延長部分に収まっており、砂と粘土の流水堆積を確認した。

７世紀の土器が少量出土した。

公園駐車場内の便所建設にともなう事前調査。第71 －ｎ次調査第6区（『藤原概報24』）に隣接

する。検出した遺構はなく、地山が南に向かって急激に落ち込むことを確認した。

個人住宅新築にともなう事前調査。設定した調査区は、昭和43年におこなわれた奈良県教育委

員会の発掘調査区の内側に位置することがわかり、南北溝と東西に広がる土坑を再検出した。

個人住宅の塀の改修にともなう事前調査。山田寺北面大垣の掘立柱掘形および柱抜取穴の一部

を確認した。

水路改修にともなう事前調査。南北125 m、東西約2mの南北に長い調査区を設定した。第58次、

61次、67次、71次調査区が東西に隣接する。それらの調査で確認した遺構とつながる藤原宮期

の東西溝や石敷き、建物の柱穴などを検出した。詳細については次年度の紀要で報告する。

表9　2003年度　飛鳥藤原宮跡発掘調査部　現場班編制　＊総担当者

夏

西口壽生遺構)＊

石橋茂登考古第二)

冨永里菜

渡部圭一郎

筧　和也研修)

秋

山崎信証史料)

内田和伸遺構)＊

渡辺丈彦考古第一)

小谷徳彦

飛田恵美子

冬

安田龍太郎考古第一)

小原　毅史料)

市　大樹史料)＊

筧　和也

渡部圭一郎研修)

写真担当：井上直夫（考古第一）　保存科学:村上　隆（考古第二）　キトラ古墳担当:花谷　浩（考古第一）
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